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なセキュリティからスタートし、イ

ンターネットやイントラネットの普

及・拡大とともにネットワークセキ

ュリティ、さらには個人情報を含め

た企業の情報資産を守る情報セキュ

リティが脚光を浴びました。そして、

現在は事業継続計画（B C P ：

Business Continuity Planning）の

観点からのセキュリティ（リスク）

マネジメントのあり方が注目を集め

ていますし、近い将来施行が予定さ

れている日本版SOX法（サーベン

ス・オクスレー法、企業改革法）へ

の対応も話題となっています。

このような状況下で、私どもとして

は、顧客企業の価値向上や攻めの経営

に結びつくようなセキュリティ対策の

あり方を、組織や人の問題を含めて総

合的な観点から分りやすく体系だてて

ご説明し、各領域のセキュリティ施策

を連関させて提案していくことが重要

であると考えています。

―上流工程のセキュリティマネジメ

ントコンサルを含め総合的に対応して

いく…。

遊佐 セキュリティの総合的なソ

リューションサプライヤとして、ビ

ジネスを展開しています。もちろん、

お客様の企業規模や要求度合に応じ

て、個別のプロダクトを中心とした

効率的なセキュリティ対策の提供も

行っていますが、基本はあくまでセ

キュリティの総合サプライヤである

ことです。

NTTコミュニケーションズは、セ

キュリティを売る会社であることを

訴求し、お客様から当然のようにそ

う思っていただくことがセキュリテ

ィバリュープレジデントとしての最

大の狙いです。これが浸透すること

で、お客様から様々なセキュリティ

のお問い合わせが寄せられますので、

これらに丹念にお答えしていくこと

が、当社のセキュリティビジネスの

裾野を広げるものと考えています。

―セキュリティの総合ビジネスを展

開する中核部隊として、昨年セキュリ

ティサービス推進本部を設立されまし

たが…。

遊佐 セキュリティの総合サプラ

イヤとしてビジネスを展開するため

には、幅広いセキュリティ知識を有

―はじめに、NTTコミュニケーショ

ンズのセキュリティバリュープレジデ

ントとして、現在のセキュリティビジ

ネスを取り巻く環境をどのように捉え

ていますか。

遊佐 私どものセキュリティビジ

ネスのお客様は、個人と法人の両方

ですが、今回は法人を中心にお話し

ます。ここにきて大手企業から中

堅・中小企業の経営陣まで、セキュ

リティ施策は企業経営に直結する問

題であるとの認識が急速に広まって

きたと実感しています。しかもセキ

ュリティをリスク要因としてのみ捉

えるのではなく、“攻めの経営”に

もつながると積極的に考える経営者

も出てきました。もっとも、セキュ

リティを取り巻く環境が時代ととも

に変遷し、かつ概念も拡大してきて

いることから、どこから手をつけた

らよいのか、どこまでコストをかけ

ればよいのかが分らず、悩まれてい

るという企業も多いようです。

―当初は、物理的なセキュリティ対

策だけであった。

遊佐 入退室管理のような物理的
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しポリシーメイクのできる人材や、

セキュリティ対策の実装技術者、運

用管理の技術者の連携が必須です。

こういった高度な技術・ノウハウを

身に付けたセキュリティの専門家集

団を各事業部の協力を得て組織し、

対外的にはセキュリティサービス推

進本部と呼称しました。

これは、フロント、バックヤード

両面で成功だったと思います。営業

フロント部隊はお客様にセキュリテ

ィという括りで明確なメッセージを

後顧の憂いなく自信を持って発信で

き、積極的なセキュリティ提案が可

能になったこと。またプロダクトサ

イドにとってはお客様のホットで多

様なニーズが集約的に把握できるよ

うになり、正鵠を射たセキュリティ

商品開拓が効率的に行えるようにな

ったこと。NTTコミュニケーショ

ンズがお客様のよきセキュリティパ

ートナーとなれるよう、この推進チ

ームが中核となって関係事業部をま

とめあげ、お客様にセキュリティラ

イフサイクル全体をサポートするサ

ービスを提供しています。

―現状、組織的にはどのような課題

があるとお考えですか。

遊佐 当社のセキュ

リティ総合販売力を

より一層強固なもの

とするためには、お

客様の勘どころを押

えてセキュリティ対

策を提案できる上流

工程のコンサルの役

割が重要です。現在、

私どもはセキュリテ

ィ技術の国際資格である CISSP

（Certified Information Systems

Security Professional）の取得者を

200名規模で擁しており、技術力の

点では世界中どこにも負けません。

これらをベースにセキュリティ分野

のコンサル要員を一層拡充すること

が当面の課題といえるでしょう。

―今後の取組みとして、どのような

点に注力されるお考えですか。

遊佐 前述のように、企業のニー

ズがいわゆる情報保護からBCPや

SOX法対応に向かうなど、一層総

合的なものに拡大しており、当社も

これらのプロセス、システムに関連

するソリューションを提供していき

ます。

幸い当社自身が国内ではおそらく最

も早い時期にこれらの対策を自ら行っ

てきたという経緯があり、その経験を

活かせる優位な立場にあります。

加えて新しいセキュリティ商品の

開発は絶対に欠かせません。この場

合でも、お客様に導入後そのセキュ

リティ運用監視を当社がアウトソー

スするという息の長いサービスを志

向しています。

―その意味では、プラットフォーム

サービス部やSOC（Security Operation

Center）への期待が大きい…。

遊佐 大きいです。前者はこれま

で多くのセキュリティプロダクトを

開発してきており、総合セキュリテ

ィサービス創出の場として大きな期

待を寄せています。

また、セキュリティ専門のオペレ

ーションセンタであるSOCにも期

待しています。周知のように、セキ

ュリティレベルは時間とともに必ず

劣化します。そのためには常時監視

を行いセキュリティ脅威を検知する

や直ちに対策を講じるオペレーショ

ンが非常に重要です。最先端技術で

武装した当社のSOCは、多くのお

客様のセキュリティオペレーション

を預かっており、日夜がんばってい

ます。

―最後に、セキュリティビジネスを

どの程度まで拡大させたいとお考えで

すか。

遊佐 ここ数年、倍々でビジネス

の規模が伸張しています。嬉しいの

は、セキュリティコンサルが実ビジ

ネスになってきたことです。コンサ

ルだけでも収益が確保できるように

なりました。ICTソリューションカ

ンパニーとしての総合力を結集し成

長分野であるセキュリティビジネス

を一段と拡大していきます。

―本日は有り難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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